
　地方に行くほど、「高齢化問題」は深刻だ。高齢化率が50％を超え、社会的共同生活が困難にな
った限界集落も多く存在する。医療の重要性が増す一方で、そうした地域では医師不足や医療への
アクセス性が問題になっている。積雪が多い山間部などでは、高齢者が自ら車を運転し1時間かけて
町の病院を受診する負担は大きい。昨冬は、「気候変動」の影響もあってか、豪雪に見舞われた地
域もあった。「新型コロナウイルス感染症」の流行による受診控えや面会制限などで、患者・家族とも
病院へ行きづらい状況もある。今こそ、“新時代”の「在宅医療」が求められている。
　もとより、医療や介護が必要な状態になっても、自宅で自立した暮らしを続け、住み慣れた地域で
家族・友人と生活を楽しむことは、QOLや患者満足度を高める。そのためには、疾患の早期発見・
早期治療や重症化の予防などを実現する、病院・診療所そして在宅医療の連携と地域ネットワークが
必要だ。都市部に先んじて高齢化が進む地方では、すでにその試行錯誤が進んでいる。そこで本特
集では、まず「地方」での在宅医療に着目した。東日本大震災から10年を迎えた「福島」の地域医
療の今に光を当て、また各地の先進的な取り組みを紹介する。

│特集│

企画│山中克郎

新時代の  
「在宅医療」

先進的プラクティスと
最新テクノロジー
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今月のQuestions

Q1　「原発事故」の被災地で求められる医療の特徴は？  〉〉〉832
Q2　 東日本大震災の「被災地域」における在宅医療から学べることは？　
	 　「在宅緩和ケア」における今後の課題は？  〉〉〉837
Q3　 30年後の日本の「人口構造」はどうなる？  〉〉〉841
Q4　「誤嚥性肺炎」や「摂食嚥下障害」における多職種連携の大事なポイントは？  〉〉〉846
Q5　 近年普及が進んでいる「ポケットエコー」は、どの程度有用ですか？  〉〉〉851
Q6　 在宅診療時の「発熱」で留意すべきことは？  〉〉〉856
Q7　 在宅で「リハビリテーション栄養」を行うためのポイントは？  〉〉〉860
Q8　 日本でも「ナース・プラクティショナー（NP）」は、
　　 米国など海外のように診療行為を行えますか？  〉〉〉864
Q9　「コミュニティ」を巻き込むうえで最も大切なことは？  〉〉〉868
	Q10　「遠隔医療」と「オンライン診療」の違いは何か？  〉〉〉871
	Q11　「スマートシティ」におけるICT（情報通信技術）の位置づけは？  〉〉〉875
	Q12　在宅医療を含む幅広い役割を果たし、
	 　 地域包括ケアに貢献する「総合診療医」を育てるためには？  〉〉〉879
	Q13　在宅医療における「慢性多疾患併存患者」の健康管理のコツは？  〉〉〉882
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